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間距離は近接し、N-Oのvan der Waals半径和(3.07 Å)よりも9～12%短いので、互
いに磁性を打ち消し合って実質的に反磁性となったと考えられる。一方、tpbn①、
p-Mebpbnは三重項常磁性(β相)で、低温で反強磁性的相互作用を示した。ラジカ
ル間距離の有効な近接はなかった。α , β-tpbnの相互変換はみられなかった。  
【3’-位に置換基を導入したビラジカル】m-Mebpbnは低温領域で実質的に反磁性を
示した(α相)。結晶構造解析からα-bpbnと同様に一次元鎖状構造を形成し、ラジ


























bpbn : R1 = R2 = H 
tpbn : R1 = phenyl, R2 = H
p-Mebpbn : R1 = methyl, R2 = H
m-Mebpbn : R1 = H, R2 = methyl
m-MeObpbn : R1 = H, R2 = methoxy
Fig. 1 ビラジカル類のχmT-Tプロット
 
